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「日本語表現 T2」集計結果

＊一部抜粋、グラフ中の単位は％

問5 学修内容が以下の個別の場面で役に立った経験があるか。

＊報告省略
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問6（問4について）具体的にどの場面でどのように役に立ったか。
＊上位5項目から一部抜粋

（1）T2以外の授業におけるレポート・小論文の作成
・参考文献の書き方やレポートの形式など T2の授

業で学んだことを参考にした。（教育）
・パラグラフライティングを意識することができ

た。（創作）
・各章を序論、本論、結論に分けたり、注記を示し
たりすることができた。（メデ）

・表紙のつくり方や章のまとめ方など、形式を意識
しながら作ることができた。（交流）

・パラグラフを適切に作成したり、ページ番号をつ
けたり、引用したりすることができた。（ビジ）

（2）T2以外の授業におけるリアクションペーパーの記入
・自分の意見と先行研究とを分けることができた。
（国文）
・以前よりも授業のポイントを早く見つけることが
できるようになったため、リアクションペーパー
が書きやすくなった。（教育）

・論述したいことを簡潔にまとめることができた。
（心理）
・授業で扱った教材について批判的に問題意識を

持って見ることができ、自分の意見を述べること
ができた。（交流）

（3）T2以外の授業におけるプレゼンテーション
・Power Point で資料を作成したとき、スライド1
枚での情報量と引用、参考文献について考えなが
ら作成することができた。（英文）

・声の大きさに注意し、相手に伝わりやすいような
話し方ができた。（創作）

・なるべく原稿を見ず、一文をあまり長くしないこ
とができた。（交流）

・企業へのプレゼンを緊張せずにできた。（ビジ）

（4）T2以外の授業における論述式テストの記述
・「たりたり」表現を用いて文章を書くことができ
た。（教育）

・根拠を提示しながら文章を構成することができ
た。（人間）

・支持文と結論の違いを強調して、読み手が理解し
やすいように記入することができた。（ビジ）

（5）目上の人間との日常会話
・「れる」、「られる」の使い分けができた。（メデ）
・正しい言葉づかいで話すことができた。（人間）

問8 各発展科目についての受講希望
＊報告省略

問9 発展科目の受講を希望しない理由
＊報告省略

問10 受講の感想
＊一部抜粋
（1）授業の進め方に関するコメント（肯定的意見）

・グループワークで仲間と協力していくことで、そ
の人の考えや感性がみえてとても興味深かった。
（教育）
・自分たちが調べたことについて、仲間から質問や
改善点を言われるのが良い刺激になった。（心理）

・T1で学んだことをベースに1つ段階が上がってい
る講義だと思った。それでいて難しすぎず、実力
に合った授業内容だった。（社福）

・発表に向けて、チームの人と協力して資料を集め
たり、構成を考えたりできたことがとてもよかっ
た。（ビジ）

（2）授業の進め方に関するコメント（否定的意見）
・レポートを書いたり、発表したり大変だった。グ
ループ発表における資料調査の際、全員で集まっ
て話しあう時間を十分に設けることができなかっ
たため、授業内でもう少し話し合える時間がある
方がよい。（創作）

・勉強時間が充分確保できる学生でないと、よい成
績を修めるのが難しい。（メデ）

・参考文献を探すことに苦労した。参考文献を適切
に引用することにもっと慣れていきたい。（心理）

・T2が他のどの教科よりも重荷になって辛かっ
た。（言語）

（3）学修成果（修得できたこと）に関するコメント
・見やすく、適切な情報量をスライドにのせること
を学んだ。また、図表、グラフにも出典が必要だ
ということが理解できた。（スポ）

・課題は大変だったが、自分で情報を分析する力、
整理する力がついたという実感がある。（交流）

・日本語で文章を論理的にわかりやすく書くことが
できるようになると、英語の文章も自然に書きや
すくなった。（グロ）

（4）学修成果（修得できなかったこと）に関するコメント
・実際にレポートの書き方、プレゼンの作成方法を
学んできて、文章書くこと、相手に伝わるプレゼ
ンはなかなか難しいことが分かった。（教育）

・どのような形式にするかは分かっていても、内容
の選択が難しく、しっかりとした説得力のある文
章を構成する方法が分からなかった。（メデ）

・引用や注・参考文献の書き方が難しく、期末のレ
ポートで生かしきれなかった。（グロ）

（5）学修の継続に関するコメント
・授業で使用した教材をしっかり残しておきたい。
（人間）
・自分で資料を集めて，それを批判的に分析する力
が足りないため、発展科目などを履修して補いた
い。（心理）

・T2で T1の復習をすることも出来たため、来年度以
後も「日本語表現」の発展科目を履修して、より
高度な日本語のスキルを身につけたい。（交流）

（6）日本語リテラシーに対する意識・行動の変化に関するコメント
・テレビを見たり、メールを書いたりする時にも、
ら抜き・れ入れなどの言葉づかいを気にするよう
になった。（国文）

・文章への苦手意識や嫌悪感が減った。（人間）
・自分たちが調べたことを人に伝えることの難しさ
を実感した。（ビジ）

問11 来年度受講生へのメッセージ
＊報告省略
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